
(100) 印度學 佛教學研究第54巻 第1号 平成17年12月

『マ ハ ー マ ー ヤ ー ・タ ン トラ』 の成 立 に 関 す る一 考 察

一 仏教 タン トラ とヒン ドゥー神話 の関係性 をめ ぐって

大 観 慈 聖

1.序 論14世 紀 頃 に活 躍 した チ ベ ッ トの 学 匠 プ トゥ ンの 仏 教 タ ン トラ分 類法 に

従 え ば,Mahamayatantra(=MMT=re-Skt.[MMT&Gu]/p:N・.64)1)は 無 上 瑜 伽 タ ン

トラ に属 し,そ の 中 で も般 若 ・母 タ ン トラ系 の聖 典 と され る.タ ー ラ ナ ー タ の 仏

教 史 に よれ ば,ク ク リパ がMMTを 普 及 した.事 実,チ ベ ッ ト大 蔵 経 中 に彼 の 作

品 を 求 め れ ぼ,MMT関 連 文 献 が 過 半 数 を 占 め て い る.ま た,母 タ ン トラ を 最 高

の密 教 と考 えた ア テ ィ シ ャ も 『菩 提 道 灯 自註 』 にMMTを 代 表 的 タ ン トラの 一 つ

と して 挙 げ て い る.MMTに は四 つ の 註 釈 が存 在 す る け れ ども,な か ん ず くサ ン

ス ク リ ッ トが 現 存 し,充 実 した 内 容 を 有 す るGunavati(一Gu=Skt.[MMT&Gu]/P:

N.2495)が 重 要 で あ る.Guは10世 紀 後 半 ～11世 紀 前 半 頃 に活 動 した 六 賢 門 の

一 人
,Ratnakarasanti(=R)作 とさ れ る逐 語 釈 で あ り,本 稿 で も言 及 す る最 重 要

文 献 で あ る.『 八 十 四 成 就 者 伝 』 に伝 記 が 残 され て い るRと ク ク リパ は,マ ハ ー

マ ー ヤ ー系 の 著 作 の 内容 的 近 似 性 か ら同 じ伝 統 を共 有 す る同 時 代 人 と考 え られ て

い る([森]p.26).

2.MMTMMTは,Guの 冒頭 偶 に お い て 「非 常 に軽 い 」(atilaghu)と 形 容 され て

い る よ う に,小 規 模 の タ ン トラ で あ り,「 ヨー ガ の 自在 者 で あ る大 明 妃 に よ る悉

地 の特 徴 の説 示 とい う第1章 」,「 ヨー ガ の 自在 者 で あ る大 明 妃 に よ る ヨー ガ の確

定 とい う第2章 」,「大 金 剛 瑜 伽 女 た ち の 密 意 で あ る 「最 高 の 秘 密 」 に して 「大 い

な る秘 密 」 とい う儀 軌 を伴 っ た成 就 法 とい う第3章 」 の全3章 で 構 成 され て い る.

MMT第3章 の 章 題 に 対 す るGuの 「初 め に 「最 高 の秘 密 」(paramaguhya)と 言 わ

れ,終 わ りに そ 〔の 「最 高 の秘 密 」〕 と同 じ 「大 い な る秘 密 」(mahaguhya)と い う

シ ノ ニ ムで 言 わ れ る マハ ー マ ー ヤ ー とい う名 前 を もつ タ ン トラ」 とい う記 述 か ら,

MMTがParamaguhyaとMahaguhyaと い う二 つ の別 名 を有 して い た こ とが わ か る.

前 者 につ い て 付 言 す れ ば,MMT:1.3.に お け るRの 註 釈 か ら,Paramaguhyaと い う

名 称 は 省 略 形 で あ り,MMTの 正 式 名 称 は 「金 剛 ダ ー キ ニ ー 〔た ち〕 の 最 高 の秘

密 」(Vajradakini-paramaguhya)で あ る こ とが わ か る.ま た,RはMMT:1.21.に 対 す
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る註 釈 に お い て,MMTを 「現 観 を 著 し く略 説 した も の」 と も言 っ て い る.MMT

は,金 剛 ダVキ ニ ー た ち へ の帰 敬 偶(MMT:11. ,1.2.)の 後,MMT:1.3.か ら 「さて 」

(atha)と い う語 で始 ま る2).Rは 「こ 〔のMMT:1.3.〕 の 「さて 」 とい う語 は,先

の タ ン トラ(=根 本 タン トラ)に 依 存 して,こ の タ ン トラ(=MMT)の 連 続 性 を

ほ の め か して い る」 と し,同 じ く 「さて 」(denas)で 始 ま る 『金 剛 頂 タ ン トラ 』

を 先 例 と して 挙 げ て い る け れ ど も,MMTが 根 本 とす る タ ン トラが 何 か とい う こ

と は 具 体 的 に 明 か し て は い な い.し か し な が ら,RがMMTを 釈 タ ン ト ラ

(akhyatatantra),あ る い は 続 タ ン トラ(uttaratantra)の 類1と考 え て い た こ とは 間 違 い

な い.

3.MMTとDM(=Devimahatmya=Skt.[Sarma])3)MMTが ヒ ン ド ゥー 教 との 影 響

関 係 の も とに成 立 した 聖 典 で あ る こ とは,MMT:1.4.b.に 見 られ る 「梵 卵 」(brah-

manda)4)と い う用 語 か ら推 察 さ れ る.そ こで,MMTと ヒ ン ド ゥー 教 の女 神 崇 拝

の 根 本 聖 典 と され るDMと の 内 容 を 検 討 した 結 果,「 梵 卵 」 とい う語 と とも に,

世 界 創 造 に関 す る両 者 の 記 述 が 類 似 して い る こ とが 判 明 した.そ の所 在 を示 す な

ら ぼ,DMで は,DM:1.43.a-b.,1.47.b.とDM:12.35.a-b.,そ し て 三 つ の 「秘 義 」 の

中,DM二 「化 身 の秘 義 」(Murtirahasya).10.a-b.と な り,MMTで は,MMT:1.4.a-b.

とな る.す な わ ち,DMとMMTの 両 文 献 に は,《 「マ ハ ー マ ー ヤ ー=ヨ ー ガ の眠

り(yoganidra)」5)に よ っ て,「 動 ・不 動 の 梵 卵 」 が 隅 々 ま で 遍 満 され て い る》 と

い っ た 主 旨 の類 似 並 行 句 が存 在 す る.ま た,「 梵卵 」 を 「三 界 」(trailokya)に 置 換

したMMT:1.6.a-b.も 類 似 並 行 句 と言 え る6).

4.マ ハ ー マ ー ヤ ー 尊 とマハ ー マ ー ヤ ー 女 神 マ ハ ー マ ー ヤ ー とは い か な る も の

か7).マ ハ ー マ ー ヤ ー 尊 は,MMT:1.4.c,d.で は,① 「一 切 の 女 神 〔た ち 〕 を生 起

さ せ る も の 」,② 「ブ ラ フ マ ン な どの 中 の 大 い な る本 質 を もつ も の(bdagnid

che)」,MMT:1.5.b,c,d.で は,そ れ ぞ れ ③ 「大 自在 者 」(mahesvar1),④ 「大 畏 怖

者 」、(maharaudra),⑤ 「存 在 物 を破 壊 す る も の」(bhutasalnharalcarins)と 表 現 され て

い る.① の 「生 起 」 とい う機 能 を 持 つ 点 はDMに お け る創 造 者 と して の 大 女 神 に

通 じ る もの が あ る.② の下 線 部 はGuのSkt.で は 「大 神 通 力 を もつ も の」(mahard-

dhika)と 引 用 さ れ て い て い る こ とか ら,GuのSkt.と,MMTとGuのTib.の 両 者

で 完 全 な意 味 の一 致 を な して い な い 印象 を 受 け る.し か しな が ら,大 女 神 の偉 大

さを 称 え る形 容 句 とい う点 で は一 致 す る.最 高 神 シ ヴ ァ(Mahesvara)の 女 性 形 で

あ り,ド ゥル ガ ー を 指 す③ に対 応 す る マハ ー マ ー ヤ ー 女 神 の シ ノ ニ ム をDMに 求

め る な らば,DM:1.44.d.の 「一 切 の支 配 者 の 中 の 支 配 者 」(sarvesvaresvari)を は じ
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め と し て 枚 挙 に 暇 が な い.④ の 複 合 語 後 分raudraと はrudraの 派 生 形 で あ り,

Rudraと は ヴ ェ ー ダ の 暴 風 神 ル ドラ に他 な ら な い.ル ドラ は ヒ ン ドゥー 教 に お い

て最 高 神 シ ヴ ァへ と昇 華 さ れ る神 で あ る.シ ヴ ァ神 の もっ 破 壊 的 な側 面 は そ の 妃

ド ゥル ガ ー,カ ー リー に顕 著 で あ る.④ とい う語 で形 容 され る マハ ー マ ー ヤ ー 尊

は,シ ヴ ァ神 の 妃 ドゥル ガ ー の い わ ば 仏 教 版 で あ る.⑤ とい う形 容 句 もシ ヴ ァ と

ド ゥル ガ ー の特 性 に 等 し い.ま た,MMT:1.6.c-d.に 説 くよ うに,マ ハ ー マ ー ヤ ー

尊 は三 界 の破 壊 者 で あ り,創 造 者 で も あ る.MMTの 主 尊 で あ る マ ハ ー マ ー ヤ ー

の特 性 が ヒ ン ドゥー の女 神(大 女神)の 有 す る性 格 とほ ぼ 同様 に表 現 さ れ て い る

点 は注 目 に値 す る.

5.結 論 ヒ ン ドゥ ー神 話 の世 界 観 と大 女 神 の概 念 が 仏 教 タ ン トラで あ るMMT

(MMT:1.4.-1.6.)の 成 立 にか か わ っ て い る事 実 をDMと の 比 較 に よ る具 体 的 な用 語

の 考 察 か ら見 て きた.『 秘 密 集 会 タ ン トラ』 や 『ヘ ー ヴ ァ ジ ュ ラ ・タ ン トラ』 と

い っ た イ ン ド後 期 仏 教 密 教 の代 表 聖 典 に は,MMTに 見 られ る よ うな ヒ ン ド ゥー

的 ・プ ラ ー ナ 的 世 界 観 は 明確 に は説 か れ な い.そ の 冒 頭 に お い て ヒ ン ド ゥー 的 ・

プ ラー ナ 的 世 界 観 を 大 胆 に導 入 した 点 で,MMTは,ヒ ン ドゥー タ ン トラ との影

響 関係 が 比較 的 に 強 い と され る母 タ ン トラの 中 で も,特 異 な 位 置 に あ る と言 え る.

MMTの 成 立 年 代 に 関 し て は,上 限 をDMが 成 立 し た と され る8世 紀 頃,下 限 を

パ ー ラ王 朝 時 代 の 学 僧,Rに よ るMMTの 註 釈Guが 書 か れ た 時 代 で あ るll世 紀

前 半 頃 と して,そ の成 立年 代 を8～11世 紀 前 半 頃 と推 定 した い.

【略 号 と 参 考 文 献 】CIHTS:Central Institute of Higher Tibetan Studies.MMT&Gu CIHTS

(1992), Mahamayatantram with Gunavati by Ratnakarasanti, Rare Buddhist Text Series-l0,

Sarnath.森 森 雅 秀(1992)「 マ ハ ー マ ー ヤ ー の 成 就 法 」 『密 教 図 像 』ll,PP.23-43.P:

Peking Edition. re- : restored by CIHTS. Sarma Harikrsna Sarma, (1988(1916)), Durgasaptasati 

with Seven Sanskrit Commentaries, Chaukhamba Sanskrit Pratishthan, Delhi. Skt. : Sanskrit.—§•ì

立 川 武 蔵 他(1990(1980))『 ヒ ン ドゥー の 神 々 』 せ りか 書 房.Tib.:Tibetan Version.横 地

小倉 泰 ・横 地優 子(2000)『 ヒ ン ドウー 教 の 聖典 二 篇 』平 凡社.

1)MMTに 関 して は,CIHTSが 作 成 したre-Skt.が[MMT&Gu]に 含 まれ て 存 在 す る.し

か しなが ら,彼 らのre-Skt.に は,そ のTib.と の 相 違 矛 盾 は言 うまで も な く,Guで 引 用

され るMMTの 本 文 に忠 実 で な い箇 所 も散 見 され る な どの問 題 を含 んで い る.し た が っ

て,MMTはSkt.が 未 知 で あ るた め に,文 献 として 提 示 で き る の はTib.の み で あ る.本

稿 にお いて は,[MMT&Gu]をMMTとGuの 当該 箇 所 を指 示 す る便 宜 を考 慮 して 批 判 的

に使 用 した.筆 者 はMMTとGuのTib.校 訂 テ キ ス トを作 成 しつ つ,GuのSkt.に 関 し

て は,CIHTSが 使 用 して い な い東 大 写本 を参 照 して 再校 訂 テ キ ス トを現在 作 成 中で あ る.
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2)し か しな が ら,実 質 的 な 内 容 はMMT:1.4.か ら説 か れ る.

3)横 地 氏 はDMの 成 立 年 代 を8世 紀 頃 と し,北 イ ン ドを 成 立 地 と す る([横 地]

pp.256-261).な お,5,6世 紀 頃編 纂 とす る説 も あ る([立 川]p.133).横 地 氏 に よれ ば,

DMが 独 立 し た聖 典 と して扱 わ れ る よ う に な っ て か ら 附加 され た 「六 篇 の 附 属 書 」 の

中,後 半 の三 篇(三 つ の 「秘 義 」)は,9～12世 紀 頃 成 立 と され る 『ラ ク シ ュ ミー ・タ

ン トラ』 の成 立 以 降,14世 紀 まで に作 られ た([横 地]pp.271-272).

4)「 梵 卵 」 とい う宇 宙概 念 は,『 ヴ ィ シ ュ ヌ ・プ ラー ナ』 な ど の ヒ ン ドゥー 教 の 聖 典 に

登 場 す る([横 地]P.254,note46).Rは,MMT:1.4.に 対 す る註 釈 に お い て,MMTが 説

く 「梵 卵 」(Rは 「梵 天 の卵 」(第 六 格 限定 複 合 語)と 「梵 とい う卵 」(同 格 限 定 複 合 語)

とい う二 通 りの複 合 語 解 釈 を 示 す)と い う ヒ ン ド ゥー 教 の 用 語 を 「法 身 」 と註 釈 す る

こ とに よ って,仏 教 的 に解 釈 す る こ とに力 を注 いで い る.

5)DM:1.41.の 記 述 か ら,「 マ ハ ー マ ー ヤ ー 」 と 「ヨー ガ の 眠 り」 は 同義 で あ る.後 者 の

用 語 自体 はMMTで はMMT:2.19.b.に 確 認 され る.DMに お い て,マ ハ ー マ ー ヤ ー は最

初 の主 人 公 で あ り,チ ャ ンデ ィー とい う別 名 で 呼 ば れ て い る こ とも あ るけ れ ども,ド ゥ

ル ガ ー とも 同書 に お い て す で に呼 ぼ れ て い る([立 川]pp.134-138).い ず れ も大 女 神 の

異 称 で あ る.大 女 神 あ るい は大 母 神 とは最 高 原 理 シ ャ クテ ィ の体 現 者 で あ り,最 高 神

に他 な ら ない([立 川]pp.155-156[横 地]p.248,notel2).

6)「 三 界 」 と 「梵 卵 」 は 宇 宙 全 体 を意 味 す る 同 義 語 で あ る.な お,[iSarma]がDM:1.43.

b.に お い て,横 地 氏 の 採 用 す るjagadetaccaracaramと い う読 み で は な く,trailokyam

sacaracaramと い う読 み を挙 げ て い る こ とは無 視 で き な い([iSarma]p.61[横 地]p.269).

MMTで は,マ ハ ー マ ー ヤ ー は 「三 界 を成 就 させ る も の」(trailokyasadhani)と さ れ て い

る点 は一 貫 して い る(MMT:1.7.c.,1.26.b.(注7参 照)).

7)MMT:1.26.に 対 す るRの 註 釈 に は,マ ハ ー マ ー ヤ ー と い う尊 格(devata)の 威 力

(prabhava)と 自性(svabhava)に 対 す る問 い が 存 在 す る けれ ど も,こ の よ う な 問 い は,

DM:1.45.一1.46.に お け る マハ ー マ ー ヤ ー とい う女 神(devl)の 威 力 と姿(svarupa)に 対

す る ス ラ タ 王 の 聖 仙 へ の 問 い と類 似 して い る.マ ハ ー マ ー ヤ ー 尊 の も つ 威 力 と 自性 の

両 者 に 対 す るRの 答 え は,そ れ ぞ れMMT:1.26.b,c-d.に 説 く 「三 界 を 成 就 さ せ る 」

(trailokyasadhanim),「 大 瑜 伽 行 者 た ち に と って 神 聖 な」(mahayoginamdivyam)で あ り,

こ の よ う な 威 力 と 自性 を も つ マ ハ ー マ ー ヤ ー 尊 はMMT:1.7.c.に 説 く 「明 妃 」(vidya)

に他 な らな い.RはMMT:1.5.,1.6.に 対 す る註 釈 に お い て,マ ハ ー マ ー ヤ ー の 「マ ー

ヤ ー 」 を通 俗 語 源 解 釈 的 に そ れ ぞ れ 「破 壊 」 と 「創 造 」 の 二 義 に解 して い る.前 者 は

MMT:1.5.d.(=⑤)を 念 頭 に置 い て い る.後 者 はMMT:1.6.d.の 「三 界 を再 び創 造 す る」

('jig rten gsum po yan spro'o=Sriate)に 引 き ず られ た 解 釈 で あ る.マ ハ ー マ ー ヤ ー とは

「大 い な る破 壊 と創 造 をな す もの 」 とで もい う こ とにな ろ うか.

〈キ ー ワー ド〉Mahamayatantra(=MMT),Ratnakarasanti(=R),Gunavati(=Gu),

Devimahatmya(=DM),梵 卵,マ ハ ー マ ー ヤ ー,ヨ ー ガ の 眠 り,大 女 神,三 界

(京 都 大 学 大 学 院)
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respectively for progressive tantric practitioners. 

78. A Reconsideration of Vijnapti 

Shintaro KITANO 

Prof. Hiromi Yoshimura says that vijnapti in the Madhyantavibhaga (=

MV) I.3 known through the preaching of the "four manifestations" is used 
with a meaning different from that found in the Mahayanasamgraha, Vimsa-

tika, and Trimsika. This is due to the fact that vijnapti in MV I.3 does not 

convey a mediating subject or object of cognition. However, it is said that 
alayavijnana possesses cognition (= vijnapti) in both directions, inside and 

outside, according to a passage which describes the "proof of the existence 

of alayavijnana" in the Viniscayasamgrahani of the Yogacarabhumi. Taking 
the ideological influence of the Viniscayasamgrahani into account, one may 

suppose that the author of the MV I.3 expressed "bhajana-vijnapti and asra-

ya-vijnapti" which originally meant direct cognition of alayavijnana through 
the contracted expressions of "artha and sattva". In that case, asraya-vijnapti 

would correspond to individual existence, while bhajana-vijnapti would cor-
respond to the surrounding world, meaning that between the two, the rela-

tion of the subject and object of cognition is confirmed. As a result of the 

above-mentioned examination, in MV I.3, "vijnapti extending over a subject 
and object of cognition" is expressed through words different from vijnapti. 

79. On the Mahamayatantra 

Jisho OMI 

The Mahamayatantra (abbr. MMT) is classified by Bu-ston as a yoginitan-
tra. This tantra consists of three chapters and has two other titles, Parama-

guhya and Mahaguhya. Ratnakarasanti (ca. 10c.-llc.) wrote a commentary on 
this tantra, entitled Gunavati. According to his commentary, the fact that 

the opening word is "atha" indicates that this tantra is a kind of akhyatatan-

tra or uttaratantra (explanatory or supplementary tantra). In the present paper, I

1279



(168) Abstracts

try to establish the relationship between the MMT and the Devimahatmya 

(abbr. DM), a basic Hindu text of worship of the Goddess, through the analy-
sis of the word "brahmanda" in the MMT (chap. 1, verse 4) and in the DM 
and of some adjectives used to describe the deity, Mahamaya (MMT chap. 1, 
verse 4-6). According to my hypothesis, the MMT was composed between 

the eighth and eleventh centuries. 

80. On the Aditajataka from Palm Leaf Manuscripts kept in Otani Universi-

ty: A comparative study with the Burmese (Zimme) and Northern Thai (Lan-

na) recensions 

Hiroyuki MURANISHI 

There exist at least three recensions (Burmese, Laotian & Cambodian) of the 

Pannasajataka, which is a collection of 50 non-canonical jatakas unique to 
South East Asia. The Burmese recension was published first in 1981 by P. S. 

Jaini in the PTS series (No.172) as "Pannasa-Jataka or Zimme Pannasa". In 
1998, Chiang Mai University edited and published "A Critical Study of 

Northern Thai Version of Panyasa Jataka". Otani University has long held 
many palm-leaf manuscripts in Khmer script, in which we found 27 stories 

originated from Pannasajataka. Here, I make a comparative study of the 

Otani version of the Aditajataka with the equivalent story in the Burmese re-
cension: Adittarajajataka (No.1) and the Northern Thai version: Adittarajaja-

taka (No.43). The Aditajataka is a story of gift-giving (dana). The king Adita 

gives his beloved queen to a Brahman hoping that he will be a buddha in fu-
ture. The author seems to have composed this story based on the famous 
Vessantarajataka (No.547). Comparing these four texts, I conclude that the 

Northern Thai version seems to show the oldest style and image of the Pan-
nasajataka. 

81. The Relationship between vastu and nimitta in the Yogacarabhumi 

Taiki MOTOMURA
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